
具体的な取組みの内容 【シン・西浦小授業改善スタンダード〈２柱：単元構想の熟考〉を意識した授業改善】

取組みを通しての子どもの変容

取組みの概要・ポイント

自分の考え・判断に基づき、情報を収集・選択、

整理・分析して発信し、自分の学びを調整する力。

つけたい力

テーマ： 学び続ける子どもの育成

～「シン・西浦小授業改善スタンダード」を中核とした授業づくりを通して～

令和７年度
スクール・エンパワーメント推進事業 取組み成果リーフレット

情報活用能力をはぐくむモデル校
羽曳野市立西浦小学校

２柱 単元構想の熟考
学びを委ね、見通しをもって学習活動に取り組むために「単元の学
習計画」をクラウド上に作成・提示している。

Point① 単元のゴールを明確に示す
(つけたい力)
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Point③ 身に付けた力を活かす、
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Point② 情報活用能力を育みながら
教科の中で探究のサイクルを回す

↑オリジナルの
図鑑づくり

学びの基盤となる情報活用の視点を共有

・「シン・西浦小授業改善スタンダード」を軸に、単元構想を重視した授業改善を校内で推進。

・単元のゴール（つけたい力）を明確にし、「単元の学習計画」を用いて学びの見通しを児童と共有。

・毎時間の学習を探究のサイクルとして積み重ね、学ぶ必然性のあるパフォーマンス課題へ接続。

・子どもたちは見通しと目的をもって情報を収集・活用し、学びを調整しながら主体的に学び続ける姿へと変容してきている。12月に行った学習アンケートでは、「学習課題の解決や

目標の達成にむけて、自らすすんで考え、取り組んでいる」という項目において肯定回答率は92.4％(5月=86.5%)であった。また、同アンケートの記述回答では「自分のためになる

学習で将来の役に立つと思う」や「得意な子に聞いたり、自分で教科書を見たりできるから良い」、「みんなと共有して新たな疑問も生まれる」などの声があった。

第５学年社会「米づくりのさかんな地域」の実践より

第６学年外国語「My hero is my brother.」の実践より

第６学年総合「安心安全なわたしたちのまちづくり」の実践より

第１学年国語「うみのかくれんぼ」

パフォーマンス課題の設定
第４学年社会
「自然災害から人々を守る活動」

第４学年国語「アップとルーズで伝える」

単元の学習計画 例学びサイクルを
意識した授業実践

単元で使用するものを一元化


